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 Growing agricultural plants with liquid fertilizer is called hydroponic culture. The hydroponic system is widely used because 
cultivation conditions can be controlled much easier than soil cultivation. For example, oxygen concentration control is difficult 
with soil cultivation, but it can be easily controlled with the hydroponic system. Here we generated microbubble in the liquid 
fertilizer and maintained saturated oxygen concentration over few months and we then evaluated its effect on the plant growth 
measured as biomass amount. The microbubble was provided by commercially available home use microbubble generator. We 
focused on 4 crops (tomato, broccoli, cress, rush) that are cultivating around Kumamoto-prefecture, especially Kumamoto is 
known as the top share producer of rush, producing over 90% of the national production volume. There was no noticeable 
difference in the biomass amount between those plants cultured hydroponically with microbubble-aided and 
non-microbubble-aided water. However, it has turned out that there is a tendency to prompt growth in plants grown by soil 
cultivation with irrigation of microbubble-aided water. In addition，in the case of rush there was a significant difference in the 
stalk and root growth between the cultivation with microbubble-aided and non-microbubble-aided water.  
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Kumamoto area. There were no human injuries at Kumamoto KOSEN. College and there were no major damage to the building 
at the dormitory, but the residents were forced to evacuate without entering the dorm for seven days after the earthquake 
occurred. More than 100 cracks were confirmed on indoor and outdoor walls and living rooms. Dormitory students were obliged 
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survived this difficulty with disciplined actions including evacuation and evacuation lives, mainly for officers of the dormitories. , 
The situation of the area, and the state of the residence, and returned to life to sleep in the dorm on the eighth day. School 
students who came to school on May 8 also entered the dormitory and the dormitory life as usual resumed. In emergency, I 
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１.  はじめに 
2016年 4月に熊本を襲った震度 7の地震では熊本地
方に大きな爪痕を残した（図 1）．地震直後に避難生活
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表 1 熊本県内の被害状況 2017年 4月まで(総理府平成 29












２.  熊本地震 
2016年 4月 14日午後 9時 26分に震度 7の揺れ，16
日午前 1時 30分にも再び震度 7の揺れが起こり，気
象庁はこれを本震，14日を前震とした．その後も余震
が続き，2017 年 4 月 21 日までの余震の累計は 4,252
回に上る(図 2)．今回の熊本地震の犠牲者は死者 228
人，負傷者 2,753人(平成 29年 4月 13日現在)，倒壊





















4月 14日木曜日午後 9時 26分，震度 7の地震が襲
った．激しい揺れが襲い寮生全員が屋外に避難し点呼
を執った(図 4)．2 名がキャンパスを離れており，そ
のうちの 1 名が電車で 30 分程度の熊本市内まで出掛
けていることがわかったが，地震の影響で電車が不通
となり，直ぐには帰寮できないとわかり寮務委員が車
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分け，MB＋S として 3 コンテナ 6 株，MB−S として 3 コン
テナ 6 株にそれぞれの実験区に応じた灌水を行った．トマ
ト苗は 1 次苗の段階で，1 苗ごとに 2 本立ちとした．1 次苗
定植開始から 35 日後に 1 段目の受粉，48 日目に 2 段目の受
粉，62 日目に 3 段で芯を止め，115 日目前後に果実の収穫
を行った．肥料は液肥 A と液肥 B の混合液を 500 倍希釈に
なるように使用した．MB±H では，定植から 2 週間ごとに
養液タンクの養液を 20 L ずつ新しいものと入れ替えた．MB
±S では 1 週間毎に 6 L ずつの灌水を行った．栽培は 2016
年 9 月 30 日〜 2017 年 2 月 9 日まで行った． 
 イグサは品種「ひのはるか」を用い，苗は株から芽と 3
本の茎を含むように苗割りを行い，茎は 20 cm 長に先刈り
をした．栽培は，MB−H，MB＋H，W の 3 条件を用意し，
全ての栽培条件において 16 株ずつ定植した．肥料は液肥 A
と液肥 B の混合液を 500 倍希釈になるように使用し，養液
タンクの養液または水は 1 週間毎に 20 L ずつ新しいものと











 栽培し計測に用いた農作物 4 種類は，植物の成長をバイ
オマス量として計測するために次のような処理を行った． 
 クレソンは苗の定植から 27 日目に水耕栽培プラントから
植物体を取り外した．根茎に付着している藻やゴミを水で
丁寧に洗い流し，屋外の日陰にて植物体を広げて並べて半
月ほど乾燥させた後，70 ℃で 24 時間以上インキュベート
して残存水分を十分に取り除いた．栽培条件毎に，20 株の
根・茎・葉を含む植物体全体の乾燥重量を計測した． 






根と主茎以外の部位を取り除いてから 70 ℃で 5時間程度イ
ンキュベートして残存水分を十分に取り除いた．各株の根
部を同位置で切り取り，根の乾燥重量を計測した． 






さらに根と主茎以外の部位を取り除き，70 ℃で 5 時間程度
インキュベートして残存水分を十分に取り除いた各株の根
と茎を同位置で切り離し，根と茎の乾燥重量を計測した． 
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寧に洗い流した．茎の生え際から 5 cm の高さで切った茎を
地上部のバイオマス量として，根の生え際から 5 cm の深さ
で切った根を地下部のバイオマス量として解析に用いた．
栽培条件ごとに，16 株からランダムに選んだ 8 株について，
茎や根の長さ別に本数を計測した．その後，各条件の 16 株
全てから得られた茎と根を，室内の日陰にて 1 ヶ月ほど乾





 MB 発生装置を 30 L の水道水中で稼働したとき（2 分間






































イオマス乾燥重量をみると，W は MB−H の 4 分の 1 程度
と重量が少なかった（図 3．C）．ブロッコリでも，W は MB
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りも高く，土壌よりも水耕栽培で根が発達していた（図 5．
C-2）．ところが，トマトの可食部である果実の個数や茎の
















た．茎や根の生え際から 5 cm 以上の長さの物について解析
を行った．MB±H のどちらの環境においても茎や根の長さ
分布は良く似ており，茎は 60〜80 cm 長のものが，根は 10
〜20 cm 長のものが最も多く観測された．また，総茎数は全
16 株中ランダムな 8 株について，MB＋H の茎平均 207 本・
根平均 200 本，MB−H の茎平均 200 本・根平均 186 本であ
り，栽培条件による明瞭な差異は出現しなかった．MB±H
のどちらの環境においても定植時の 1 芽 3 茎から約 100 日
で 65 倍以上に本数が増加したことになる．梅雨時季にハウ
ス内において岡山 3 号を用いた川砂耕で 7 芽 7 茎 20 cm 先
刈り株を定植し約 80 日で 10 倍以上の本数である 80 茎まで
増加した例(12)と比較しても十分な成長がみられた． 
MB±H のどちらの栽培条件の場合も，1 芽 3 茎で定植し
た株が，104 日間の栽培で，最長茎が 80 cm を越え，茎数は
平均 200 本を越えるほどに成長した（図 7．A-1，A-2）．各
階級の中央値を代表値とし，茎や根の総茎長と総根長を求
めた．栽培終了時のひと株当たりの平均総茎長は MB＋H で
10083 cm，MB−H で 10519 cm と，どちらも 10000 cm を越
えた．定植時には全ての株を 1 芽 3 茎 20 cm に先刈りした
ので，ひと株当たりの総茎長は 60 cm と計算できる事から，
MB±H のどちらの環境でも，定植時から約 100 日で 160 倍
以上に総茎長が伸びた事になる．1 日当たりに換算すると，
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survived this difficulty with disciplined actions including evacuation and evacuation lives, mainly for officers of the dormitories. , 
The situation of the area, and the state of the residence, and returned to life to sleep in the dorm on the eighth day. School 
students who came to school on May 8 also entered the dormitory and the dormitory life as usual resumed. In emergency, I 
realized that the flexible choice of each position and communication from day to day are more important than anything else. 
 
キーワード：熊本地震，学寮 寮生会と寮務委員会，被災と避難，復旧 
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１.  はじめに 
2016年 4月に熊本を襲った震度 7の地震では熊本地
方に大きな爪痕を残した（図 1）．地震直後に避難生活
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無による効果の差異がより明瞭に出現する可能性がある． 

























 本研究では，市販の家庭用 MB 発生装置による MB 養液
を間欠的に供給したコンテナ土壌栽培や湛液型水耕栽培シ
























（平成 29 年 9 月 25 日受付） 
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図 2 熊本地震の余震数（気象庁平成 28年熊本地震の関連
情報 HPより） 
 
表 1 熊本県内の被害状況 2017年 4月まで(総理府平成 29












２.  熊本地震 
2016年 4月 14日午後 9時 26分に震度 7の揺れ，16
日午前 1時 30分にも再び震度 7の揺れが起こり，気
象庁はこれを本震，14日を前震とした．その後も余震
が続き，2017 年 4 月 21 日までの余震の累計は 4,252
回に上る(図 2)．今回の熊本地震の犠牲者は死者 228
人，負傷者 2,753人(平成 29年 4月 13日現在)，倒壊





















4月 14日木曜日午後 9時 26分，震度 7の地震が襲
った．激しい揺れが襲い寮生全員が屋外に避難し点呼
を執った(図 4)．2 名がキャンパスを離れており，そ
のうちの 1 名が電車で 30 分程度の熊本市内まで出掛
けていることがわかったが，地震の影響で電車が不通
となり，直ぐには帰寮できないとわかり寮務委員が車






き 多くが屋外で一夜を明かした．図 4，5 はそ と
きの様子である．恐怖で泣き出す寮生も少ながらずい
た．少々肌寒い季節であったが，備蓄していた救急用
毛布が十分にあり屋外でも何とか凌げた．明け方には
余震も少々収まり寮生は寮内に戻った．週末というこ
ともあり全寮生のうち 82 名がその日に帰省し残寮者
は 85名であった． 
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